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就労 できス 自立力rで&%,〃 l児力%経験どちι〕る
後遺症、晩期合併症などにより、健康維持が困難。不定愁
訴や頭痛などの症状も…

小児がん経験者の親御さんにとつては、
障害者枠に入らず、就労の支援がない状況では子どもの先
の人生が不安⇒切実な訴え。

ちなみに、小児がん経験者は全国に7万人～10万人と言わ
れています。がんを克服して成人する小児がんの経験者は、
成人400～ 1,O∞人に1人に及ぶといわれています

⑬ 患月零棒枷
/きょうだい、家族の問題
/経済的問題

(交通費、滞在費、保険外費用、療費費全般など)

/医療者とのコミュニケーション
/治療の方向性、選択肢
/教育の問題
/退院後のフォローアップ
/晩期合併症
/将来的なこと

…など
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⊂D公益肇団澪ハダ々の子どもを守る会   |  ⊂Э公益暫国替ハびんの子どもを守る会

/設  立 :1968年 10月31日                 1     /本 音B事務所 :東京

1       台東区、江東区、大阪市に事務所
/設立趣旨 :小児がん患児・家族を中心に、医療関係者を      |

1ま じめとする多くの方々の支援のもと、
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:全国21支部
―日も早い小児がんの征圧と、患児。家族の
QOLの向上を目指す                 :       全てポランティアによつて支えられています

1     /会 員数 :約3,000名
当会の事業はすべてご寄付から成り立つております。       |     (9割 以上が個人の会員)
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⑬
患児家族9悩ャ :不

安を軽減 したい
■

/情報の提供
/ソーシャルワーカーや嘱託医による個別相談
/疾患別の会

o身近に菜ネ含ぇ量盪空二___
/子どもを亡<した家族の交流会

/院内や疾患別の親の会
/地域での支音β活動

|まとめ

小児がんは、治療、療養生活、学習支援、
自立支援、就労支援、そしてその後…

とライフステージにあった支援が必要で、
長期にわたる。

国の施策も途上に就いたばかりで、民間の、
そして個展人の支援が不可欠。
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⑬槻がんを「治る病型_¨F望型l∵
・

/治療研究助成事業
一新規治療法の開発
―標準的治療法の確立
―トータルサポートの研究

/医療・ 福祉 ◆教育関係者との連携

/r―

安心 して治療に臨めるように。

/療養に伴う経済的負担への助成
/総合支援施設・宿泊施設の運営


